
第42回海洋開発シンポジウム
2017 年6月26日［月］─27日［火］

	 （3）参加費・受付：	無料。資料準備のため、できるだけ
事前申込み頂けますようお願いしま
す。6/23（金）以降は、当日開催場
所にてお申込み下さい。

	 （4）定　員：200名（先着順）
10．見 学 会：	（1）日　時：6月28日（水）12:45〜17:30（終了時間は予定）
	 （2）見学場所：	①国交省施工の海岸堤防（CSG堤防），

②第2線堤となる嵩上げ道路（県道塩釜
亘理線），③海岸公園内「避難の丘」（集
合場所：東北大学災害科学国際研究所棟
エントランス）

	 （3）参加費・受付：無料。申込期限：6/13（金）。
	 （4）定　員：45名（必ず事前申込みが必要です）

※	プログラム等の詳細につきましては、土木学会海洋開発委員会ホームペー
ジをご覧下さい。（http://committees.jsce.or.jp/ocean/sympo）
※	本シンポジウムは、土木学会CPD（継続教育）プログラムとして認定されて
います。
※	問合せ先：土木学会事務局	研究事業課（担当：松沼）TEL03-3355-3559

1．主　　催：土木学会（担当：海洋開発委員会）
2．後　　援：国土交通省東北地方整備局、宮城県、仙台市
3．開催期日：2017年6月26日（月）〜27日（火）
4．会　　場：		仙台国際センター	会議棟（仙台市青葉区青葉山無番地）	

http://www.aobayama.jp/
5．参加方法：		参加無料、自由参加（事前の申込は不要です。当日会場

へ直接ご来場ください。）
6．講 演 集：		講演集（CD-ROM媒体）は、委員会ホームページにて事

前販売および当日販売いたします。
	 2,000円（消費税、送料込）
7．発表時間：1論文15分（発表10分、討議5分）
8．懇 親 会：	（1）日　時：6月26日（月）18:15〜
	 （2）場　所：	アークホテル仙台青葉通り（シンポジウム会

場から徒歩約15分、地下鉄東西線「大町西
公 園 」 より3分 ）http://www.ark-hotel.
co.jp/sendai/access.php

	 （3）参加費・受付：	5,000円、シンポジウム会場総合受
付にてお申し込みください。

9．津波シンポジウム：	（1）日　時：6月28日（水）9:00〜12:10
	 （2）場　所：	東北大学災害科学国際研究所棟　多目的ホール	

http://irides.tohoku.ac.jp/access/

【発表者のみなさまへ】
1.	発表時間は，1論文15分（発表10分，討議5分）です．
2.	発表方法は，会場に用意されたパソコンとプロジェクタによるプレゼンテーションのみとします．（OHP等不可）
3.	プレゼンテーションソフトは，「Microsoft	Power	Point2010」であり，OSは「Windows7	Pro」です．
4.	パソコン再生の互換性が低い動画ファイル（*.mpg,	DivX）等の使用は控えて下さい．再生されない場合があります．
5.	発表前の休憩時間に，会場に設置されたパソコンに，USBメモリ（各自持参）を使って，発表用ファイルをコピーして下さい．（CD-R,	MO等不可）
【注意事項】	二日目の各会場第一セッションは，開場からセッション開始まで時間が短いので，出来るだけ一日目の休憩時間や昼食時間に発表ファイルをコピーしてください．
6.	各自持参のUSBメモリは，ご自身のパソコンで【ウィルスチェック】を事前に行って下さい．

1日目：2017年6月26日（月）
時　間 第１会場

（2階「橘」）
第２会場

（2階「萩」）
第３会場

（3階「白檀1」）
第４会場

（3階「白檀2」）
第５会場

（3階奥「小会議室8」）

9:30	−			9:40 開会挨拶

9:40	−	10:45 耐波構造物 液状化対策 海浜変形1 浮体の動揺 底質改善

10:55	−	12:00 海洋施設の設計 覆土・遮水・海底地盤 海浜変形2 副振動・長周期波・潮汐 施工限界・施工システム

12:00	−	13:00 昼休憩

13:00	−	14:20 津波の波力・越流・浸透流 地盤改良 海浜変形3 海洋エネルギー 海洋・港湾の計画

14:30	−	15:50 耐津波構造物 土質と吸出し 漂砂制御1 長周期波と係留問題 計測・維持管理・モニ
タリング

16:00	−	17:45 特別セッションS-1
粘り強い海岸・港湾構造物

特別セッションS-2
北極海航路の動向と展望

2日目：2017年6月27日（火）
時　間 第１会場

（2階「橘」）
第２会場

（2階「萩」）
第３会場

（3階「白檀1」）
第４会場

（3階「白檀2」）

9:30	−	10:50 気象・海象 海洋施設の性能 漂砂制御2 環境保全・再生1

11:00	−	12:20 海域の流れ 海洋施設の評価 干潟環境 環境保全・再生2

12:20	−	13:20 昼休憩

13:20	−	14:40 津波避難 海洋施設の維持管理 津波と地形変化 環境保全・再生3

14:50	−	16:10 越波・打ち上げと造波手法 津波による流動の影響 漂砂・侵食対策 物質拡散

16:15	−	16:20 閉会挨拶

【仙台市営地下鉄東西線、仙台駅から乗車4分「国際センター駅」下車、徒歩1分。】

CPD 認定プログラム 
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せんだい青葉山交流広場



「第42回　海洋開発シンポジウム」　講演プログラム
第１会場 （2階「橘」）

日 時間
セッション名

座長
番号 発表者名 論文名

26(月)

9:40 耐波構造物 1 佐藤健彦 防波堤腹付工の設計法構築と断面形状の感度分析 佐藤健彦 宮田正史 竹信正寛 高橋英紀

～ 秋山義信 2 関口翔也 不規則波を考慮した3次元流体解析の木杭消波工設計への応用 関口翔也 高木泰士

10:45
鹿島建設（株）

3 菅章悟 うねりに対する港内側没水型対策工の消波性能に関する検討 菅章悟 三井　順 久保田　真一 松本　朗

4 大熊康平 ハニカム構造被覆ブロックの人工リーフにおける波浪安定性に関する実験的研究 大熊康平 安田誠宏 松尾祐子 松下紘資 中西敬

10:55 海洋施設の設計 5 大井邦昭 増殖場として海底に単独設置されるコンクリートブロックの作用流体力 大井邦昭 八木宏 林建二郎

～ 久保田真一 6 伊井洋和 ブロック模型におけるゴムマットとホゾが振動特性に及ぼす効果と相似則について 水田洋司 伊井洋和 浅田潤一郎 河村裕之 奥村宏敬 片桐康博

12:00
（株）不動テトラ

7 松田達也 波浪場における有脚式構造物と支持地盤への波力載荷特性に関する数値波動水路を用いた検討 松田達也 三浦均也 澤田弥生

8 西村和真 埋立護岸背後での越波増大と背後地盤の陥没-館山湾に面した見物海岸の事例- 西村和真 小林昭男 宇多高明 野志保仁

13:00
津波の波力・越流・
浸透流

9 長山昭夫 遡上津波によるタンク群への作用波圧と水位変動特性の検討 長山昭夫 田中友崇 浅野敏之

～ 鈴木高二朗 10 小俣　哲平 ピロティ構造内部に設置された小規模構造に作用する津波波力特性 本田隆英 小俣哲平 織田幸伸 伊藤一教

14:20 11 有田守 設計波以上の津波外力に対して局所的に安全率を変化させた防波堤に関する実験的研究 有田守 小池祐太朗

12 竹下修平 津波・浸透流作用時における被覆材の安定性に関する模型実験 竹下修平 笠間清伸 平澤充成 善功企
古川全太

郎
八尋裕一

13 日比野加奈
津波の越流により生じる海岸堤防裏法尻周辺の流動場の特徴と洗掘対策の有効性に関する数値
解析

中村友昭 日比野加奈 趙容桓 水谷法美

14:30 耐津波構造物 14 高橋重雄 三つのレベルの津波と耐津波強化施設による沿岸域の強靭化 高橋重雄 下迫健一郎 富田孝史 河合弘泰 高山知司

～ 松本朗 15 辻尾大樹 宮崎県細島港における防波堤の耐津波対策と水理模型実験による検証 田上剛 疋田大輔 村上啓介 辻尾大樹 熊谷健蔵

15:50
(株)不動テトラ

16 森安俊介 鋼杭による防波堤補強工法の地震時挙動と津波に対する抵抗力に関する数値解析 森安俊介 及川森 久保田一男 妙中真治 菊池喜昭 兵動太一 引地宏陽

17 藤原覚太 鋼矢板を用いた堤防補強構造の3次元挙動に関する数値解析 藤原覚太 高浜宏輔 山中雄太 八嶋厚

16:00 特別セッション　S-1 S1-1 三井　順 粘り強い防波堤および海岸堤防の被覆工に関する現状の知見と課題 三井順 久保田真一 松本朗

～
粘り強い海岸・港湾
構造物 S1-2 鶴ヶ崎和博 遠心模型実験による腹付工を設置した防波堤基礎マウンドの粘り強さの確認 宮本順司 鶴ヶ崎和博 岩本哲也 中瀬仁 松田達也 前田健一

17:45 S1-3 川村浩 東北港湾における防波堤の「粘り強い構造」への取組 川村浩 若崎正光 神山豊 千葉忠樹

S1-4 神保正暢 仙台湾南部海岸における粘り強い堤防の取り組み～井土浦地区の現場条件に応じた工夫事例～ 松居茂久 奥山吉徳 石川淳一 宍戸博文 小林　裕 水野俊丈 原文宏 神保正暢

著者名

休憩　60分

休憩　10分

ｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰ
下迫健一郎
（国研）港湾空港技術研究所

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
斎藤武久
金沢大学

9:30～9:40　第一会場　開会挨拶　委員長　

休憩　10分

休憩　10分

（国研）海上・港湾・
航空技術研究所
港湾空港技術研究
所

「第42回　海洋開発シンポジウム」　講演プログラム
第１会場 （2階「橘」）

日 時間
セッション名

座長
番号 発表者名 論文名

27(火) 9:30 気象・海象 18 井手喜彦 経験的台風モデルにより推算された風場の補正法の構築 井手喜彦 山上澪 山城賢 橋本典明

～ 永井 紀彦 19 山口正隆 韓国周辺の沖合地点におけるブイ観測風資料を用いた気象庁MSM風資料の精度評価 野中浩一 山口正隆 宇都宮好博 畑田佳男 日野幹雄 井内国光

10:50
(株)エコー

20 平山克也 潮位記録を用いた高潮及びそれに伴う高波の再現期間の推定手法に関する検討 平山克也 中村聡孝 伍井稔

21 Shinwoong KIM Wave Hindcast and Wave Characteristics at Shichiri-Mihama Ida Beach
Shinwoong

KIM
Tomoaki

NAKAMURA
Yonghwan

CHO
Norimi

MIZUTANI

22 Le Tuan Anh
Investigation of Awareness of Typhoon and Storm Surge in the Mekong Delta - Recollection of
1997 Typhoon Linda

Le Tuan
Anh

Hiroshi
Takagi

Nguyen
Danh Thao

Miguel
Esteban

11:00 海域の流れ 23 武田真典 マウンド礁を越える密度成層流中の鉛直混合に関する研究 武田真典 長谷川巌 小畠大典 本田陽一 岡安章夫 渡邉浩二 西部博秀 藪木昭彦

～ 鵜崎賢一 24 白木喜章 沖縄海域における流況シミュレーションシステムの開発 白木喜章 片山理恵 柴木秀之 普天間朝好 桑江隆 崎枝正輝

12:20 25 犬飼直之 複数の離岸堤付近で発生する離岸流の流況把握 犬飼直之 櫻井龍亮 山本浩

26 石野巧 沼川第二放水路の改修に伴う周辺海岸への影響予測 宇多高明 石川仁憲 石野巧 鈴木 悟 岡本光永 芹沢真澄 宮原志帆

27 Chamnab EM カンボジア南部海域の地形情報の作成および流動機構の把握 犬飼直之 Neam Kopy
Chamnab

EM

13:20 津波避難 28 渡辺一也 建物上に設置した浮体式シェルターの挙動分析と流速・波力に関する検討 渡辺一也 遠野雄樹

～ 伊藤一教 29 藤井龍也 第二波目以降が最大津波となる場合の津波避難シェルターの挙動に関する検討 渡辺一也 藤井龍也

14:40
大成建設（株）

30 秦吉弥 強震動予測と歩行実験に基づく沖縄県石垣市街地における津波避難困難区域の評価 秦吉弥 山内政輝 小山真紀 鍬田泰子 中嶋唯貴

31 山内政輝 津波避難困難時間の算定を目的とした強震動の評価―山形県酒田市飛島を例として― 山内政輝 秦吉弥 鍬田泰子 小山真紀 中嶋唯貴

32 野島和也 OpenFOAMとVR装置を用いた建物ビル内の疑似体験システムの構築 野島和也 桜庭雅明

14:50
越波・打ち上げと造
波手法

33 臼井彰宏 自走式造波装置による任意波形の造波に関する数値的検討 臼井彰宏 青木伸一 川崎浩司

～ 金澤剛 34 松田信彦 電動式スルースゲートを用いた段波造波特性 松田信彦 千田優 岩本浩明 江口三希子 武田将英

16:10
東洋建設(株)

35 安藤圭 孤立波が直立壁に作用した際の飛沫の打ち上げ高さについて 安藤圭 鈴木高二朗

36 中村彰吾 緩傾斜護岸における越波による流木の打ち上げ特性とその対策に関する検討 中村彰吾 木村克俊 越智聖志

37 村上啓介 護岸越波量に及ぼす風速の影響について -水理模型実験による検討- 村上啓介 都地亮博 川原永萌 荻野啓 真木大介

群馬大学大学院理
工学府

休憩　10分

16:15～16:20　第一会場　閉会挨拶　　幹事長　

休憩　60分

休憩　10分

著者名



「第42回　海洋開発シンポジウム」　講演プログラム
第２会場 (2階「萩」)

日 時間
セッション名

座長 番号 発表者名 論文名

26(月)

9:40 液状化対策 38 佐々真志 粒度とN値による液状化予測判定法：一般化及び検証と連続地震の考慮 佐々真志 山崎浩之 小林孝彰

～ 田口博文 39 渡辺啓太 非排水繰返し中空ねじりせん断試験による液状化に及ぼす余震外力の特性化 小林孝彰 佐々真志 渡辺啓太

10:45
東亜建設工業(株)

40 林健太郎 人工排水材を用いた液状化伝播・ボイリング被害抑止工法の研究 佐々真志 山崎浩之 林健太郎 吉岡保弘

41 竹之内寛至 隆起抑制型CPG工法の開発と現場実証実験による検証 竹之内寛至 佐々真志 山崎浩之 足立雅樹 高田圭太 岡見強 金子誓

10:55
覆土・遮水・海底地
盤

42 秋本哲平 放射性物質で汚染された港内海底土を封じ込める新しい被覆土と施工方法 秋本哲平 熊谷隆宏 福田守芳 古川園健朗

～ 鶴ヶ崎和博 43 三好俊康 土質系遮水材を充填した箱形鋼矢板壁の継手部漏水リスク低減に関する研究 三好俊康 田中智宏 葛拓造 永尾直也 渡部要一

12:00
東洋建設(株)

44 平尾隆行 管理型海面廃棄物処分場の遮水基盤を貫通する杭の廃棄物連込み挙動 平尾隆行 菊池喜昭 兵動太一 喜古真次 片岸鴻太 並木翔平 松村聡 竹本誠

45 仙頭紀明 海底地盤を模擬した斜面モデルの作製およびその安定性評価 仙頭紀明 海野寿康 中村晋

13:00 地盤改良 46 松村聡 杭間地盤をセメント固化改良した組杭の横抵抗特性と改良条件の影響 松村聡 松原宗伸 森川嘉之 水谷崇亮 成田圭介 佐藤真

～ 菊池喜昭 47
Tarhata

Pantao Kalim
Strength behavior of cement-treated dredged clay with various sand content

Tarhata
Pantao Kalim

Takashi
Tsuchida

Yi Xin Tang
Gyeongo

Kang

14:20
東京理科大学

48 姜庚吾 セメント固化処理した有機質浚渫土の工学的・微細構造的特性 姜庚吾 土田孝 湯怡新

49 谷口修 可塑性グラウトを使用した水中狭隘部への充填に関する実験的検討 谷口修 加藤弘義 志澤三明 渡邊宗幸 野口孝俊

50 柳橋寛一 短繊維・製鋼スラグ混合土の配合条件が一軸圧縮による変形挙動に及ぼす影響 柳橋寛一 田中裕一 堤彩人 松村聡 水谷崇亮 森川嘉之

14:30 土質と吸出し 51 遠藤秀祐 浚渫海成粘土の乾燥特性 遠藤秀祐 土田孝 武田知子

～ 松田達也 52 兵動太一 等価骨格間隙比を用いた粘土混じり砂のせん断弾性係数と細粒分の評価 兵動太一 Yang Wu 兵動正幸 菊池喜昭 塚本良道

15:50 53 小林孝彰 フィルター層による吸い出し防止と防砂シートの損傷リスク低減効果に関する検討 小林孝彰 佐々真志 鈴木高二朗 渡辺啓太 具志良太 前里尚 平野年洋

54 鈴木高二朗 静水面下の管路とその周囲の裏込石内部を伝播する波浪と吸い出しについて 鈴木高二朗 竺原宗吾 佐々真志 具志良太 前里尚 平野年洋

55 小林貴瑠 津波越流時の防潮堤の耐侵食性に及ぼすジオグリッドの敷設の影響 小林貴瑠 菊池喜昭 兵動太一 柿原結香 二瓶泰雄 倉上由貴 渡辺健治 工藤敦弘

16:00 特別セッション　S-2 S2-1 泉山耕 北極海航路による海上輸送の変遷 大塚夏彦 大西富士夫 泉山耕

～
北極海航路の動向
と展望 S2-2 大西富士夫 北極海ガバナンスと政治的安定性：北極海航路におけるトランジット数への影響 大西富士夫

17:45 S2-3 本村眞澄 ロシア北極圏の石油・天然ガス開発の現状 本村眞澄

S2-4 大塚夏彦 北極海航路実現に向けた総合的研究と課題 山口一 大塚夏彦

著者名

休憩　60分

休憩　10分

9:30～9:40　第一会場　開会挨拶　委員長　

休憩　10分

休憩　10分

ｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰ
大塚夏彦
北海道大学

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
斎藤武久
金沢大学

豊橋技術科学大学
大学院

「第42回　海洋開発シンポジウム」　講演プログラム
第２会場 (2階「萩」)

日 時間
セッション名

座長 番号 発表者名 論文名

27(火) 9:30 海洋施設の性能 56 塩崎禎郎 局部座屈を考慮した鋼管杭のMーφ関係について 塩崎禎郎 大矢陽介 小濱英司 川端雄一郎

～ 岩波光保 57 近藤明彦 既存構造を活用した改良桟橋の基礎的変形特性とその改良効果の検討 近藤明彦 小濱英司 遠藤敏雄 髙橋康弘 渡辺健二 国生隼人 吉原到 原田典佳

10:50
東京工業大学

58 大矢陽介 径厚比を考慮した鋼管杭のモデル化法と杭式構造物の地震応答解析への適用 大矢陽介 川端雄一郎

59 神戸泉慧 地盤の密度の違いによる開端杭の先端支持力発現機構の変化 神戸泉慧 菊池喜昭 兵動太一 大久保政則 小野澤健作

60 北澤周作 空間分布を考慮した桟橋RC構造物の確率的劣化予測とその寄与度分析 大竹雄 兵頭武志 本城勇介 北澤周作

11:00 海洋施設の評価 61 陸盼盼 桟橋の耐震信頼性の簡易評価法に関する基礎的研究 陸盼盼 長尾毅

～ 尾崎竜三 62 宇野州彦 鉄筋腐食を有する鋼管杭式桟橋の残存耐力評価に関する研究 宇野州彦 千々和伸浩 岩波光保 三好俊康 小笠原哲也

12:20 63 小田隼也 地盤変形の影響を考慮した桟橋の耐震性能簡易評価法に関する研究 小田隼也 長尾毅

64 竹信正寛 船舶接岸速度の統計的性質に着目した直杭式横桟橋の杭の応力照査に関する信頼性解析 竹信正寛 宮田正史 勝俣優 村上和康 本城勇介 大竹雄

65 高野向後 事例分析に基づく既存港湾施設の改良設計の現状と課題 高野向後 宮田正史 藤井敦 井山繁 加藤絵万 山路徹 岩波光保 横田弘

13:20
海洋施設の維持管
理

66 水野剣一 ラジコンボートを用いた桟橋下面部の点検・診断システムの開発 水野剣一 酒井貴洋 小笠原哲也 杉本英樹 本山昇

～ 小濱英司 67 直町聡子 桟橋RC上部工の塩害劣化予測の高精度化に向けた各種イオンとpHの影響に関する実験的検討 直町聡子 加藤佳孝 橋本永手 加藤絵万

14:40 68 森木美沙樹 石積みや海底土で覆われた鋼材の腐食特性に関する実験的研究 森木美沙樹 大谷俊介 若林徹 岩波光保

69 伊藤佳洋 常時微動アレイ観測を用いた臨海部の空洞検出手法に関する基礎的研究 長尾　毅 箱田貴大 伊藤佳洋 山田雅行 西端薫 津田章

70 池野勝哉 ジオグリッド補強材を用いた矢板式係船岸の耐震性能に関する実験的研究 池野勝哉 田中智宏 三好俊康 森川嘉之 水谷崇亮 高橋英紀

14:50
津波による流動の
影響

71 宇野宏司 南海トラフ地震に直面する和歌山県沿岸漁港・漁協の津波被災リスク検証 宇野宏司

～ 斎藤武久 72 五十嵐雄介
岩手県大槌町を対象とした2011年東北地方太平洋沖地震津波による船舶の漂着実態に関する検
討

二階堂竜司 五十嵐雄介 福田晃正 中園大介 神保正暢

16:10
金沢大学

73 伊藤政博
東北地方太平洋沖地震津波の浸水と海岸林樹木の耐津波性―樹木生育の地盤土質が樹木倒伏
に及ぼす影響―

伊藤政博 馬場愼一

74 髙橋勇貴 津波の流況と海岸林の抵抗力に防潮堤と海岸林の位置関係が与える影響に関する実験的研究 飯村耕介 野崎樹 髙橋勇貴 池田裕一

75 池末俊一 被衝突物周りの流場を考慮した漂流物の衝突速度に関する検討 池末俊一 串岡清則 平井孝昌 三代川栄一 皆川祐輔 仲村岳 奥田幸彦 戸井田隆行

休憩　10分

休憩　60分

休憩　10分

（国研）海上・港湾・
航空技術研究所
港湾空港技術研究
所

16:15～16:20　第一会場　閉会挨拶　　幹事長　

中央復建コンサルタ
ンツ(株)

著者名



「第42回　海洋開発シンポジウム」　講演プログラム
第３会場 (3階「白檀1」)

日 時間
セッション名

座長 番号 発表者名 論文名

26(月)

9:40 海浜変形1 76 壱岐信二 わが国の海岸における汀線及び後背地の変化とその要因 壱岐信二 廣澤一 赤羽俊亮 磯田真紀 村田眞司 松永義徳 塚本吉雄

～ 大中晋 77 宇多高明 干潟面上で発達した孤立砂州の接岸に伴う大規模海浜変形 宇多高明 大木康弘 大谷靖郎

10:45
日本工営(株)

78 宮原志帆 猪苗代湖北岸の長瀬川河口周辺での孤立砂州の不安定的発達 宇多高明 宮原志帆 橋本佳樹

79 藤野由基
流入小河川の河口部流路が海へ注ぐ場所が岩礁背後に固定される理由―千葉県守谷海岸の例
―

藤野由基 小林昭男 宇多高明 野志保仁

10:55 海浜変形2 80 Dinh Van Duy 河口デルタの発達過程に対する砂浜長の影響 田中仁
Dinh Van

Duy
三戸部佑太

Nguyen
Trung Viet

～ 村上啓介 81
Tran Minh

Thanh
ベトナム・ニャチャン海岸における汀線の周期的変動特性 田中仁

Tran Minh
Thanh

Le Thanh
Binh

三戸部佑太
Nguyen

Trung Viet

12:00
宮崎大学

82 大中晋 ツバル国における礫養浜の有効性に関する検討 大中晋 市川真吾 泉正寿 宇多高明 平野潤一 澤田秀貴

83 小林昭男 人工改変に起因する河口部侵食-Nha Trangを流れるCai River河口の例 小林昭男 宇多高明 伊達文美 三上康光 野志保仁

13:00 海浜変形3 84 鷺島英之 台風時の高水位・高波浪による涸沼広浦の養浜湖浜の大変形 宇多高明 大木康弘 鷺島英之

～ 中川康之 85 澁谷容子
気候変動に伴う海面上昇と波浪特性の変化が汀線に及ぼす影響―鳥取砂丘海岸をケーススタ
ディーとして―

澁谷容子 藤原伸泰 森信人 黒岩正光 志村智也

14:05
九州大学

86 三戸部佑太 平成28年台風10号による仙台海岸海浜変形への影響 三戸部佑太 田中仁 鈴木彰容 梅田信 小森大輔 峠嘉哉

87 大谷靖郎 行橋市祓川河口部（沓尾海岸）における砂嘴発達に伴う海浜変形 宇多高明 大木康弘 大谷靖郎

14:30 漂砂制御1 88 鈴木知陽 透過型有脚式離岸堤を用いたL型突堤の漂砂制御機能の検討 百瀬尚至 鈴木知陽 佐藤雅史 山本庸介 宇多高明 石川仁憲 芹沢真澄 宮原志帆

～ 熊谷隆宏 89 細川順一 七里ヶ浜の長期的海浜変形と海浜置砂による砂浜拡幅 宇多高明 石川仁憲 三波俊郎 細川順一 蛸　哲之

15:50
五洋建設（株）

90 百瀬尚至 透過型有脚式離岸堤を用いたL型突堤の機能性に関する移動床模型実験 百瀬尚至 鈴木知陽 佐藤雅史 宇多高明 佐藤愼司 片山裕之 前田勇司 石川仁憲

91 宮田隆平 礫養浜と突堤による検見川浜の緩傾斜護岸の親水機能の向上 宮田隆平 小林昭男 野志保仁 宇多高明

92 菊雅美 UAVによる七里御浜海岸の空撮画像を用いた礫粒径の算定に関する研究 菊雅美 中村友昭 水谷法美

16:00

17:45

9:30～9:40　第一会場　開会挨拶　委員長　

休憩　10分

休憩　10分

著者名

休憩　60分

「第42回　海洋開発シンポジウム」　講演プログラム
第３会場 (3階「白檀1」)

日 時間
セッション名

座長 番号 発表者名 論文名

27(火) 9:30 漂砂制御2 93 川越あすみ 蛍光砂を用いた表層底質の移動特性解析の試み 鈴木崇之 川越あすみ 柳嶋慎一 比嘉紘士

～ 中村友昭 94 三波俊郎 南向き沿岸漂砂の卓越する片貝漁港周辺での堆砂機構の解析 宇多高明 三波俊郎 大木康弘 大谷靖郎 五十嵐竜行

10:35
名古屋大学

95 村田昌樹 突堤形状を変えた場合の沿岸漂砂阻止効果の違い-BGモデルによる検討 村田昌樹 小林昭男 宇多高明 野志保仁

96 村井寛昌 入善漁港沖の海底谷への土砂流出実態とBGモデルによる流出防止策の検討 宇多高明 山田義仁 村井寛昌 大谷靖郎 五十嵐竜行 大木康弘

11:00 干潟環境 97 中山恵介 Roberts Bank tidal flatにおける干潟内流動と塩分濃度 中山恵介 駒井克昭
Robert W.

Elner
桑江朝比呂

～ 中村倫明 98 小野翔悟 河口干潟の潮下帯における泥水流に関する基礎的研究 小野翔悟 辻本剛三 田畑健吾 外村隆臣 高野保英

12:20
日本大学

99 大谷壮介 泥質河口干潟の底質環境と 二酸化炭素吸収・排出速度の季節変化 大谷壮介 川崎太輝 遠藤徹 東和之

100 梁順普 砂浜及び干潟における実質飽和近傍域の簡易検定･評価手法の構築 梁順普 佐々真志 梶原直人 渡辺啓太

101 中本健二 下水系土壌が堆積する内港の干潟域における底生動植物の初期再生過程 日比野忠史 中本健二 宮田康人 三戸勇吾

13:20 津波と地形変化 102 志方建仁 海底地すべりに起因する津波の水位評価事例 村上嘉謙 志方建仁 殿最浩司

～ 片山裕之 103 村上嘉謙 陸上の斜面崩壊（地すべり）に起因する津波の水位評価事例 村上嘉謙 志方建仁 殿最浩司

14:40
五洋建設（株）

104 前田勇司 津波による微視的な海底地形変化に関する研究 小田圭佑 前田勇司 西浦泰介 野村瞬 泉典洋 西畑剛 阪口秀

105 有光剛 狭窄部を有する海域の津波地形変化特性と水際境界が及ぼす影響について 有光剛 川崎浩司

106 宮本順司 遠心力場における乱泥流実験と流況の観察 宮本順司 鶴ヶ崎和博 角田紘子 野村瞬 阪口秀

14:50 漂砂・侵食対策 107 橋本佳樹 波の作用下での同一粒径の礫と人工礫の挙動の比較 橋本佳樹 小林昭男 宇多高明 野志保仁

～ 鈴木崇之 108 梶原幸治 新居海岸に設置された袋詰玉石工の耐久性に関する現地調査 宇多高明 梶原幸治 尾池宣佳 大木康弘 榊原秀作 西ヶ谷圭祐

16:10
横浜国立大学

109 土橋和敬 四ツ郷屋浜海岸におけるサンドパックを用いた突堤工の試験施工とその効果 土橋和敬 佐藤慎司 村瀬博俊 古屋友次郎 菅友里 小林昭規 小林喬

110 赤星怜 波作用下における混合土砂底面の粘土抜け出し効果 赤星怜 趙容桓 中村友昭 水谷法美

111 白水元 砂浜底質の波の遡上に伴う間隙変化モニタリング手法の開発 白水元 佐々真志 宮武誠

休憩　25分

休憩　60分

休憩　10分

16:15～16:20　第一会場　閉会挨拶　　幹事長　

著者名



「第42回　海洋開発シンポジウム」　講演プログラム
第４会場 (3階「白檀2)

日 時間
セッション名

座長 番号 発表者名 論文名

26(月)

9:40 浮体の動揺 112 山本勘太 上部斜面堤ケーソンの動揺特性に関する3次元数値解析 中村友昭 山本勘太 趙容桓 水谷法美 小竹康夫

～ 米山治男 113 吉藤尚生 係留鎖の挙動を考慮した浮体の動的波浪応答に関する数値解析手法の開発 吉藤尚生 水谷法美 中村友昭

10:45 114 道廣飛鳥 浮体式風車の係留ラインの動的挙動について 道廣飛鳥 大嶽敦郎 大久保寛 鈴木英之 德田英司

115 敷田曜 石炭の積載状態にともなう大型石炭貯蔵浮体の振動特性に関する基礎的研究 惠藤浩朗 佐藤千昭 増田光一 居駒知樹 久保田充 岸田智之 敷田曜

10:55
副振動・長周期波・
潮汐

116 上宇都瑞季 副振動の発生予測に向けた鹿児島西方海域での長周期波のモニタリング 上宇都瑞季 山城徹 齋田倫範 浅野敏之 城本一義

～ 平石哲也 117 仲井圭二 全国沿岸の副振動の出現特性の違いに関する詳細検討 仲井圭二 橋本典明 額田恭史

12:00
京都大学

118 永井紀彦 沖合・沿岸および港内における2016年福島沖地震に伴う長周期海面変動の観測波形特性 川口浩二 櫻庭敏 永井紀彦 仲井圭二 額田恭史 村瀬博一

119 嶋田宏 ミャンマーの高潮被災地域における簡易潮位計の設置と潮位予測の試み 嶋田宏 中野晋

13:00 海洋エネルギー 120 堀田正資 鹿児島県長島周辺海域における潮流パワーポテンシャルについて 堀田正資 山城徹 加古真一郎 城本一義

～ 宮川昌宏 121 吉岡健 北九州市沖洋上風車の極値波浪・極値風条件に関する研究 吉岡健 志水伸二 川口浩二 永井紀彦 仲井圭二

14:20
清水建設(株)

122 小野信幸 北九州市沖海域における高波浪時の流況特性の解明 吉岡健 志水伸二 川口浩二 小野信幸 仲井圭二 永井紀彦

123 石垣衛 橋脚利用式潮流発電を目的とした大島大橋における取得可能なエネルギー量の評価 石垣衛 三好順也

124 平山隆幸 波力発電のための直立消波工背後の遊水室における波高増幅特性と消波効果について 浅田潤一郎 平山隆幸 河村裕之 山本浩喜 中村孝幸

14:30
長周期波と係留問
題

125 宇都宮好博 気象庁MSM風資料と1点浅海モデルを用いた長期波浪推算システムの太平洋岸への適用 野中浩一 山口正隆 畑田佳男 井内国光 宇都宮好博 日野幹雄

～ 小竹康夫 126 窪田和彦 港内波高の観測結果に基づく高知港長周期波予測システムの改良 小泉勝彦 山下学 大村厚夫 窪田和彦

15:50
東洋建設（株）

127 土田真二 係留船舶の長周期動揺低減システムの実証試験及び効果の推定 小泉勝彦 杉浦悠介 菊地洋二 土田真二 大竹祐一郎 山口将人 米山治男 平石哲也

128 米山治男 離島港湾における係留船舶の荷役限界波高の算定方法に関する検討 米山治男 峯村浩治 森谷拓実

129 井山繁 係留ロープの破断事例分析と繋離船作業の安全性向上に向けた係留施設の設計上の配慮事項 井山繁 西岡悟史 宮田正史 米山治男 辰巳大介 木原弘一

16:00

17:45

（国研）海上・港湾・
航空技術研究所
港湾空港技術研究
所

著者名

休憩　60分

9:30～9:40　第一会場　開会挨拶　委員長　

休憩　10分

休憩　10分

「第42回　海洋開発シンポジウム」　講演プログラム
第４会場 (3階「白檀2)

日 時間
セッション名

座長 番号 発表者名 論文名

27(火) 9:30 環境保全・再生1 130 加藤慎吾 自生アマモ場の葉上付着生物と底生生物データを用いた生物多様度指数の比較に関する研究 加藤慎吾 有田守

～ 高山百合子 131 中西佑太郎 波・流れ場とアマモの連成モデルの構築 中山恵介 中西佑太郎 中川康之 茂木博匡 田多一史 桑江朝比呂

10:50
大成建設(株)

132 澤井泰基 Snake法によるアマモ場航空写真における画像抽出に関する研究 澤井泰基

133 落合麻希子 衛星データによるアオサの繁茂状況の把握に関する基礎的研究 武村武 落合麻希子 内田裕貴

134 平川倫 酸素・塩分勾配水槽を用いたチチブの貧酸素応答に関する実験的研究 上月康則 平川倫 竹山佳奈 松重摩耶 西上広貴 岩見和樹 山中亮一 宮本一之

11:00 環境保全・再生2 135 竹山佳奈 都市部運河域を利用する魚類を対象とした生物共生護岸に関する実験的検討 竹山佳奈 山中亮一 河野博 岩本裕之 宮本一之 平川倫 上月康則

～ 岡田知也 136 渡辺雅子 希少種保全を目的とした人工海浜の整備について 渡辺雅子 上月康則 岡田直也 玉井勇佑 松島輝将 山中亮一

12:20 137 東和之 ニホンスナモグリの生物撹拌による底質環境の改変と底生生物相への影響 東和之 大田直友 橋本温 大谷壮介 上月康則

138 畠俊郎 世界自然遺産イシュケウル湖の環境修復における微生物固化技術の適用性について 畠俊郎 水谷崇亮 渡部要一

139 梶原瑠美子 炭素・窒素安定同位体比を用いた亜寒帯沿岸浅海域の低次生物生産への河川影響評価 梶原瑠美子 菅夏海 小森田智大 柴沼成一郎 山田 俊郎 大橋正臣 門谷茂

13:20 環境保全・再生3 140 山木克則 コーラルネットを用いた那覇港内におけるサンゴ群集の創生 山木克則 新保裕美 田中昌宏

～ 日比野忠史 141 村上智一 西表島網取湾のサンゴ鉛直分布における白化現象とその物理環境 村上智一 河野裕美 中村雅子 玉村直也 水谷晃 下川信也

14:40
広島大学

142 村上和仁 ユスリカを指標とした底質改善材（貝殻）の生態影響評価 村上和仁 吾妻咲季 小浜暁子

143 高木秀蔵 港湾区域内のカキ殻敷設区における生物相の変化と生物による有機物の分解機能の評価 高木秀蔵 近藤正美 林浩志 藤澤真也 加村聡

144 相馬嵐史 貝殻を用いたキャピラリーバリアの塩分上昇遮断とカルシウムが植物生育に及ぼす影響 小林薫 石沢彩夏 相馬嵐史 森井俊広

14:50 物質拡散 145 中村倫明 東京湾における海底への堆積を考慮した過去50年間のダイオキシン濃度解析 中村倫明 鷲見浩一 小田晃 武村武 落合実

～ 田中陽二 146 平田悠真 東京湾における海底土での放射性物質の移行過程を考慮した濃度解析モデルの構築 中村倫明 鈴木真帆 三浦正一 鷲見浩一 小田晃 武村武 平田悠真 和田明

16:10
(株)エコー

147 大塚文和 真間川河口前面海域及び三番瀬における放射性物質について 大塚文和 中本壮祐 吉田誠裕 川西利昌 増田光一

148 An HU Research of Cesium Adsorption from Marine Clay An HU
Takashi

TSUCHIDA
Genki

TAKAHASHI
Hiroki

MURAKAMI

149 日比野忠史 比国パシッグ川支流･水路に堆積する汚泥と水質の現状 東さやか
Nasroden
PAGAYAO

Maria Antonia N.
TANCHULING 日比野忠史

休憩　10分

休憩　60分

休憩　10分

16:15～16:20　第一会場　閉会挨拶　　幹事長　

国土交通省　国土
技術政策総合研究
所

著者名



「第42回　海洋開発シンポジウム」　講演プログラム
第５会場 (3階奥「小会議室8」)

日 時間
セッション名

座長 番号 発表者名 論文名

26(月)

9:40 底質改善 150 加島　史浩 PS灰系改質材の水域利用における性状の把握および施工方法の提案 加島史浩 竹山佳奈 浜谷信介 和栗成樹 山内裕元 鵜飼亮行 岩本裕之

～ 中山恵介 151 森本優希 石炭灰造粒物（GCA）によるリン酸固定化機構の考察 森本優希
TOUCH

NARONG
日比野忠史

10:45
神戸大学

152 岩本　裕之 PS灰系改質材および浚渫土を活用した改質土による環境改善技術の提案 竹山佳奈 浜谷信介 加島史浩 和栗成樹 山内裕元 岩本裕之 鵜飼亮行

153 浜谷信介 PS灰系改質材を用いて改質した浚渫土の水域の植物生育基盤への適用性 浜谷信介 加島史浩 竹山佳奈 和栗成樹 山内裕元 岩本裕之 山中亮一 上月康則

10:55
施工限界・施工シス
テム

154 鈴山勝之 低波浪時の海上工事中止の要因となる波エネルギーの特徴とその出現特性 上原教善 鈴山勝之 鈴木隆宏 山川匠 菊池睦

～ 武田将英 155 小竹康夫 防波堤築造時の浮遊ケーソン動揺量からみた既往の施工限界波浪についての考察 小竹康夫 松村章子 熊谷裕 梅津順一 中村友昭

12:00
東亜建設工業(株)

156 琴浦　毅 波浪推算モデルの低波浪時推算精度向上に関する研究 琴浦毅 田中仁

157 長野晋平 漁港港湾工事における作業船の位置・回航情報システムの構築と運用 長野晋平 和田雅昭 田中修一 中田稔 阿部幸樹 田原正之 長野章

13:00 海洋・港湾の計画 158 兵頭　武志 AISデータを用いた航行船舶の輻輳度分析手法に関する研究 兵頭武志 瀬賀康浩 高橋宏直 安部智久

～ 長尾毅 159 荒木大志 世界の国際海上コンテナ流動OD量の中長期見通しの試算 赤倉康寛 荒木大志 玉井和久

14:20
神戸大学

160 中泉　昌光 産地からの水産物輸出促進における港湾機能について 中泉昌光

161 赤倉康寛 大規模地震・津波後における被災港湾のバース・ウィンドウの把握・分析 赤倉康寛 小野憲司

162 熊野直子 日本における海面上昇への適応を目的とした防護費用の将来推計 熊野直子 土田晃次郎 田村誠 増永英治 桑原祐史 横木裕宗

14:30
計測・維持管理・モ
ニタリング

163 道前武尊 リアルタイム水中ソナーを用いた海上工事の施工・維持管理に向けた検討 道前武尊 樋渡和朗 帯田俊司 琴浦毅 西畑剛 平山達也 野口孝俊

～ 高木泰士 164 園部雅史 中分解能衛星画像を用いた那覇空港増設滑走路のモニタリング 園部雅史

15:50
東京工業大学

165 前山浩毅 UAVの白川河口干潟観測への適用に関する基礎的研究 前山浩毅 辻本剛三 外村隆臣 柿木哲哉

166 野口孝俊 東京湾における漂流物の効率的な回収技術と課題 野口孝俊 細野衛 吉江宗生

167 岡辺拓巳 蛍光X線分析と画像解析による崎山湾・網取湾自然環境保全地域での底質分布の把握 岡辺拓巳 村上智一 河野裕美 水谷晃 下川信也

16:00

17:45

9:30～9:40　第一会場　開会挨拶　委員長　

休憩　10分

休憩　10分

著者名

休憩　60分


